
                                          
建築基準法第９３条第５項及び第６項に基づき保健所長が行う建築確認申請時審査及び指導
に係る事務手続要領 
 
 
１  目 的 
  この要領は、建築基準法第９３条第５項及び第６項に基づき、「建築物における衛生的環境の確保に
関する法律（以下「ビル衛生管理法」という。）（昭和４５年法律第２０号）第２条第１項に規定する
特定建築物に係る建築確認申請時における審査及び指導を円滑に行うため、手続その他必要な事項を定
める。 
  
２ 定 義 
 東京都保健所長（以下「保健所長」という。）が、建築基準法第９３条第５項に基づき建築主事又は
指定確認検査機関（以下「建築主事等」という。）からの通知を受けた時に行う「審査及び指導」とは、
当該建築物がビル衛生管理法に基づく特定建築物に該当するか否かを判断するとともに、当該建築物の
計画に関して、建築確認申請者（以下「申請者」という。）に対し、建築物における衛生的環境を確保
する見地から行う審査及び指導をいう。 
 
３ 事務手続 
 建築主事等から建築基準法第９３条第５項に基づく通知を受けた保健所長は、次のとおり事務手続を
行う。 
(１) 該当適否審査 
   当該建築物がビル衛生管理法第２条第1項に規定する特定建築物に該当するか否か審査を行う。 
(２) ビル衛生管理法に係る審査及び指導 
   (１)により特定建築物に該当する、又は該当する可能性があると判断した時は、「ビル衛生管理
の建築確認申請時審査に係る指導要領」に基づき、審査及び指導を行う。 

(３) 改善指導 
   審査の結果、改善を必要とする事項があった場合には、その項目別に「建築確認申請時審査指導
事項」（様式１）により申請者に示し、当該指導事項に係る措置について、「回答書」（様式２）
の提出を求める。 

(４) 意見書の送付 
   審査及び指導を終了後、建築基準法第９３条第６項に基づき、建築主事等に対して「通知・意見
書」（様式３）を作成し送付する。 

 
４ 相互協力 
 審査及び指導を円滑に実施するため、建築物衛生行政担当者は相互に協力を図るものとする。  
 
 
附 則 
 この要領は、平成１７年４月１日から施行する。 


